
1

株式会社 地域環境計画 2006.  No.28

 　　    
　　　    　　   

れている希少野生生物ですが、一方、

「HOKKAIDO BLUE LIST　北海道外来種

データベース」においては国内外来種

に選定されています。なぜこのような

矛盾が生じたのでしょうか？

　本種の北海道個体群は近年まで、北

海道在来と考えられていましたが、

Ohdachi et al.（ ）によるミトコ

ンドリアDNAの解析により、本州北部

個体群と同一の可能性が高いと結論づ

けられ、上記「HOKKAIDO BLUE LIST

　北海道外来種データベース」で「国

内外来種」に選定されました。なお、

阿部他（ ）においても本種の北海

道個体群は本州北部から非意図的に移

入されたものとされています。

　上記のOhdachi et al.（ ）に

　ニホンジネズミ（

）は日本固有の「モグラ型」

哺乳類です。

　本種は北海道においては極めてレア

な哺乳類であり、近年では門崎他

（ ）の記録しか見当たりませ

ん。北海道にはトガリネズミ科

（Soricidae科）に属する「モグラ型」

哺乳類は5種分布しており（いわゆる

モグラは分布しない）、このうち4種

（チビトガリネズミ 、

ヒメトガリネズミ 、バイ

カルトガリネズミ 、オオ

アシトガリネズミ ）は

トガリネズミ亜科（Soricinae亜科）ト

ガリネズミ属（ 属）に属し、一

方、本稿で紹介するニホンジネズミは

ジネズミ亜科（Crocidurinae亜科）ジ

ネズミ属（ 属）に属します。

ニホンジネズミは歯の先端が白いこ

と、尾にまばらな長毛を持つこと等の

形質により、上記のトガリネズミ亜科

トガリネズミ属の 4 種と識別可能で

す。

　ニホンジネズミは「北海道の希少野

生生物　北海道レッドデータブック

（ ）」において「希少種」に選定さ
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よる研究以前に「北海道の希少野生生

物　北海道レッドデータブック

（ ）」が出版され、その後、

「HOKKAIDO BLUE LIST　北海道外来種

データベース」がホームページで公開

されたという経緯があるため、本種は

「国内外来種」でありながら「希少野

生生物」に選定されているという矛盾

が生じています。

　研究又は調査が進むにつれ、「レッ

ドデータブック」等は他にも希少性の

ランク等の変更が必要になる等、様々

なケースに直面することが想定されま

す。そのような場合は、矛盾・変更点

が柔軟かつ速やかに是正されるもので

あってほしいと思います。
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（北海道支社自然環境研究室　浅野浩史）
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業務紹介

(大阪支社長 佐々木孝太郎)

　

 私たちがこれまでに「動植
物への影響の検討」という
立場で携わったいくつかの
風力発電事業の経験を踏ま
え、今後越えていかなけれ
ばならない壁（課題）とそ
の対応の方向性について整
理します。

風力発電への期待と私たちの課題

　地球温暖化問題。最近よく耳にするようになった言葉で

す。我々はこれまで、健康で文化的な生活を営む上で必要

なエネルギー資源を化石燃料に頼ってきました。化石燃料

とは石油や石炭のことで、これらを燃焼させて得られる熱

や電気のエネルギーは、現在の我々の生活には欠かせない

ものです。石炭や石油に限らず、（炭素を含む）ものを燃

●地球の極地域の氷が溶けることによる海水面の上昇

→海面が２～３ｍ上昇することが予想され、水没してしまう国がでてきます

●干ばつや集中豪雨などの異常気象が頻発

●気候が分布条件になっている動植物の分布域の変化

→生態系の構成種が変化し、この変化についていけない動植物が絶滅する可能性があります

やすと二酸化炭素が発生します。二酸化炭素は温室効果ガ

スの一つであり、空気中の濃度が上昇すると温室効果が高

まり、地球の気温が上昇する、これが地球温暖化です。地

球の気温が上昇することにより起こりうる問題（これが地

球温暖化問題）を簡単に整理します。

　以上は代表的な例ですが、これだけでも人類に対して多

大な悪影響を及ぼす問題であることはおわかりいただける

と思います。この問題を解決するためには、地球上の温室

効果ガスの濃度を下げる必要があり、これを達成するため

の国際的な枠組みづくりも行われています。「気候変動に

関する国際連合枠組み条約」の第3回締約国会議（1997年

12月）において、温室効果ガスの排出量削減約束を定めた

京都議定書が全会一致で採択され、我が国は2002年6月4日

に同議定書を批准しています。

　こうした背景のもと、二酸化炭素排出量を増やさず、枯

渇の心配もないエネルギー資源として近年注目されている

のが、太陽光や風の力等の自然エネルギーを活用した発電

です。中でも急速に普及しつつある発電方法の一つは風力

発電です。地球温暖化問題は、風力発電の普及のみで回避

できる問題ではありませんが、温室効果ガスの排出量削減

に貢献することは間違いありません。我が国も2010年まで

に導入目標300万kWを掲げ、風力発電の導入を推進してい

ます。
　

(大阪支社長 佐々木孝太郎)
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　風力発電事業は、環境影響評価法
では対象事業とはなっていません。
このため、風力発電事業に関して
は、一部の県や市の条例で対象事業
となるケースを除き、そのほとんど
が自主的な環境影響評価によるもの
となっています。
　風力発電施設の立地環境や環境影
響の特性は、右記のとおりです。

　クリーンなイメージが強い風力発
電ですが、その一方で、地域の景観
に与える影響や低周波音、電波障
害、バードストライク（風車のブ
レードへの鳥類の衝突事故）など、
克服しなければならない課題もあり
ます。中でも、バードストライクに
代表される飛翔性動物の風車のブ
レードへの接触事故の回避は、重要
課題の一つとして挙げられます。ま
た、この事故は事業の影響を予測、
評価するにあたって最も注意しなけ
ればならないものです。
　道路や鉄道事業でもこうした接触
事故は発生しますが、これらに関し
ては接触事故が発生する場所が地上
付近に限定されているため、軌道内
に飛翔性動物が進入しにくくするよ
うに柵を設置するなどの、実行可能
なレベルでの環境保全措置が存在し
ます。
　一方、風力発電事業では、近年導
入されはじめている大型の風車を例
にとると、接触事故が発生する場所
は地上高30～100mと幅があり、接触事
故を回避、低減するための決め手に
なる環境保全措置が存在しません。
しかも立地環境は渡り鳥の移動ルー
トや猛禽類の狩り場となっている

ケースが多く、道路や鉄道などの事
業と比較すると風力発電事業で飛翔
性動物の接触事故が発生する確率は
高いと考えられます。
　国内における風車のブレードへの
接触事故の事例はあまり報告されて
いませんが、海外では猛禽類やコウ
モリ類など、やや高い場所を飛翔す
る動物について、風車のブレードへ
の接触事故の事例が報告されていま
す。こうした接触事故の発生頻度
は、飛翔性動物のその場所の利用頻
度に左右されると考えられますが、
利用頻度の高い場所では国内でも海
外と同様の接触事故が発生するもの
と推察されます。
　猛禽類やコウモリ類は、国内にお
いて希少種に位置づけられているこ
とが多く、特に猛禽類については生
態系の高次捕食者であることから、
風力発電事業で発生する接触事故
は、希少種の減少に寄与する可能性
があるほか、その地域に成立してい
る食物連鎖のバランスを変化させ、
生態系に悪影響を及ぼす可能性があ
ります。「生物の多様性」は我々が
次世代に引き継ぐべき大事な財産で
すので、両者共存の道を探るのが私
たちの使命と考えます。

【立地環境特性】【立地環境特性】【立地環境特性】【立地環境特性】【立地環境特性】
・風がよく吹く場所。すなわち海・風がよく吹く場所。すなわち海・風がよく吹く場所。すなわち海・風がよく吹く場所。すなわち海・風がよく吹く場所。すなわち海
岸や湖岸、岬、半島、島嶼部、高岸や湖岸、岬、半島、島嶼部、高岸や湖岸、岬、半島、島嶼部、高岸や湖岸、岬、半島、島嶼部、高岸や湖岸、岬、半島、島嶼部、高
原、山地の尾根上など周囲に風の原、山地の尾根上など周囲に風の原、山地の尾根上など周囲に風の原、山地の尾根上など周囲に風の原、山地の尾根上など周囲に風の
妨げとなる障害物が無い場所。妨げとなる障害物が無い場所。妨げとなる障害物が無い場所。妨げとなる障害物が無い場所。妨げとなる障害物が無い場所。
・渡り鳥の移動ルートや猛禽類の・渡り鳥の移動ルートや猛禽類の・渡り鳥の移動ルートや猛禽類の・渡り鳥の移動ルートや猛禽類の・渡り鳥の移動ルートや猛禽類の
狩り場となっている場合が多い。狩り場となっている場合が多い。狩り場となっている場合が多い。狩り場となっている場合が多い。狩り場となっている場合が多い。

【環境影響特性】【環境影響特性】【環境影響特性】【環境影響特性】【環境影響特性】
・鳥類やコウモリ類など、飛翔性・鳥類やコウモリ類など、飛翔性・鳥類やコウモリ類など、飛翔性・鳥類やコウモリ類など、飛翔性・鳥類やコウモリ類など、飛翔性
の動物の風車のブレードへの接の動物の風車のブレードへの接の動物の風車のブレードへの接の動物の風車のブレードへの接の動物の風車のブレードへの接
触。現状では効果が検証されてい触。現状では効果が検証されてい触。現状では効果が検証されてい触。現状では効果が検証されてい触。現状では効果が検証されてい
る環境保全措置が存在しない。る環境保全措置が存在しない。る環境保全措置が存在しない。る環境保全措置が存在しない。る環境保全措置が存在しない。
・風力発電機（風車）設置に伴う・風力発電機（風車）設置に伴う・風力発電機（風車）設置に伴う・風力発電機（風車）設置に伴う・風力発電機（風車）設置に伴う
土地の改変面積は非常に狭いた土地の改変面積は非常に狭いた土地の改変面積は非常に狭いた土地の改変面積は非常に狭いた土地の改変面積は非常に狭いた
め、土地の改変による地表部へのめ、土地の改変による地表部へのめ、土地の改変による地表部へのめ、土地の改変による地表部へのめ、土地の改変による地表部への
影響はさほど大きくないケースが影響はさほど大きくないケースが影響はさほど大きくないケースが影響はさほど大きくないケースが影響はさほど大きくないケースが
多い。多い。多い。多い。多い。
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風力発電施設の適地である高原は、イヌワシやノスリ・クマタカ
などの猛禽類が狩り場として利用している場合が多い。

◆クマタカ◆◆ノスリ◆

　風力発電事業におけるバードストライク等の影響を予

測・評価するにあたり、効果的な環境保全措置が存在しな

いという前提条件を考慮すると、我々生物技術者がとるべ

き対応の方向性は、予測精度の高い情報を事業者に提供し

ていくことであると考えます。これにより事業者も、事業

着手後にトラブルが発生するなどのリスクを回避できると

考えます。

　予測精度の向上を図る上での主なポイントを、以下に整

理しました。

●国内における風車のブレードへの接触事故に関する事例の収集と解析●国内における風車のブレードへの接触事故に関する事例の収集と解析●国内における風車のブレードへの接触事故に関する事例の収集と解析●国内における風車のブレードへの接触事故に関する事例の収集と解析●国内における風車のブレードへの接触事故に関する事例の収集と解析
　　予測精度を向上させるためには、様々な事例においてモニタリング調査を実施して情報を蓄積、　　

　　解析し、新規事業において、類似事例の情報を活用することが重要です。

●十分な事例の解析結果と精度の高い実態把握結果に基づく●十分な事例の解析結果と精度の高い実態把握結果に基づく●十分な事例の解析結果と精度の高い実態把握結果に基づく●十分な事例の解析結果と精度の高い実態把握結果に基づく●十分な事例の解析結果と精度の高い実態把握結果に基づく
　客観的な予測結果の提供　客観的な予測結果の提供　客観的な予測結果の提供　客観的な予測結果の提供　客観的な予測結果の提供
     これらの情報をもとに、熟練した生物技術者が客観的に予測を行うことで、精度の高い予測結果が提

　　供できると考えます。

　　　　　

●正確な実態の把握→精度の高い現地調査の実施●正確な実態の把握→精度の高い現地調査の実施●正確な実態の把握→精度の高い現地調査の実施●正確な実態の把握→精度の高い現地調査の実施●正確な実態の把握→精度の高い現地調査の実施
　　　　　     ベースになる情報を高い精度で把握することは、予測精度の向上に直結します。

【関連資料のご紹介】

　・「風力発電のための環境影響評価マニュアル」（２００３年６月　ＮＥＤＯ　新エネルギー・産業技術総合開発機構）

　・「風力発電の鳥類に与える影響に関する評価」（２００４年３月　（財）日本野鳥の会　自然保護室）

　・HP:「風力発電」（資源エネルギー庁　URL：http://www.enecho.meti.go.jp/energy/newenergy/newene03.htm）

　風力発電は地球温暖化問題という地球規模の環境問題の

解決に向けた効果的な対策の一つです。しかし現状では、

無視できない問題を抱えているのも事実です。これらの問

題を解決するための技術的方法論は未だ確立されておら

ず、現時点では予測結果に不確実性が含まれることは否定

できません。

　こうした中で、我々生物技術者が求められていることは

風力発電における動植物、特に鳥類に対する予測精度をあ

げること、さらに、効率的かつ有効なモニタリング調査手

法を検討していくことだと思います。

　このような取り組みを通じて、生物と共存できる風力発

電が実現するよう努力をしていきたいと思います。地道な

一歩一歩ですが、社会への大きな貢献となることを願っ

て。



5



Special ProgramSpecial ProgramSpecial ProgramSpecial ProgramSpecial Program

6



特別企画特別企画特別企画特別企画特別企画

7



8

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

E-mail：nl-info@chiikan.co.jp

News Letter NO.28　2006年7月

　昨今､都道府県レベルでの
レッドデータブックの発行
や全国版のレッドデータ
ブックの改訂版が刊行され
るにあたり､環境アセスメン
トの標準項目として一般的
な分類群以外の動物が注目
される場面がでてきました｡
陸･淡水産貝類の仲間もそん
な分類群の一つとしてあげ
られます｡
　一般的に､陸産貝類は､海
に生息していた貝類が淡水域を経て
陸上に進出してきたものと考えられ
ています｡このため､汽水域に生息す
る貝類から､淡水域に生息する貝類､
完全に陸上に生息する貝類まで､そ
の生活様式や体の構造に至るまで連
続的なものとなっていて､明確にこ
れらを区別することは困難です｡
 そのため､環境省から発行された､｢改
訂･日本の絶滅のおそれのある野生生物

◆樹(草)上
 ミスジマイマイ、ハコネマイマイなどの
大型マイマイなどは樹上に生息していま
す。樹種としては、樹皮がスベスベしたモ
ミジ類、ケヤキなどが好まれるようです。
林内のアオキや藪などでは、マメマイマ
イ、エンスイマイマイなどが生息していま
す。これらの樹上性のマイマイ類は、人家
の生垣等でもみることが出来ます。

◆地表付近(落葉、落枝の下)
 地表付近には、実に様々な陸産貝類が生
息しています。特に、緩やかな斜面地の落
葉下などを熊手などで掻きながら探すと、
ムシオイガイ類やビロードマイマイ類、キ
セルガイ類などがみられます。落葉の下の

ています｡ 今回は､ 最も陸域
にまで進出している陸産貝
類といわれている貝類につ
いて､ その生息環境の特徴
について気がついたことを
まとめてみました｡
　陸産貝類と言われる貝類の
代表は､カタツムリと呼ばれ
て親しまれているマイマイ類
(ヒダリマキマイマイ､ミスジ
マイマイ､ハコネマイマイな
ど)のほか､一般の人や農家の

人に嫌われることの多いナメクジ､
ちょっと見逃してしまいがちなキセ
ルガイ類､ヒダリマキゴマガイ､ヤマ
マメタニシなどの微小貝類などです｡
　これらの陸産貝類は､移動能力が低
く､乾燥地や高い山などがあると生息
域が分断され､それぞれの生息地で独

自の種として分化しています｡では､どん
な環境に陸産貝類が生息しているかまと
めてみましょう｡

土壌の状態によっても生息する種が違って
います。低山地から山地のガレ場などで
は、殻に毛のような革質部を持ったオオケ
マイマイなどがみられます。落葉の種類(植
生)によっても生息する種が変わりますが、
落葉下に適度な空間を保っていることが陸
産貝類の生息環境として重要なようです。
落ち葉が白いカビで覆われていたり、極度
に乾燥しているところでは、陸産貝類はほ
とんど生息していません。冬季には、樹上
で生活していたマイマイ類なども越冬のた
めに落葉下などにいます。

◆その他の生息環境
　前述の環境以外でも様々なところに陸産
貝類は生息しています。石垣の間、石の

陸･淡水産貝類(2005)｣でも､便宜的に汽
水域に生息する貝類を除外し､ 陸域( 淡
水域も含む) に生息する貝類が扱われ

下、枯れ枝や倒木の下、植木鉢の下、野菜
くずを捨ててある場所、ブロック塀など、
意外に身近な環境に陸産貝類は生息してい
ます。

 陸産貝類の生息環境についてまとめ
てみましたが、陸産貝類は移動力が低
く、分布域が限られている種が多く含
まれていることや、生息条件として
様々な要素が関係していることから、
地域の環境を特徴づける生物として重
要だと思います。これからも、いろい
ろな環境で生息する陸産貝類につい
て、観察していきたいと考えていま
す。

(東京本社自然環境研究室　伊藤透）
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